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主郭中心部遺構平面図 

「御幸の御間」見学ルート図 
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伝羽柴秀吉邸・伝前田利家邸復元平面図 

 

 

 

 

伝羽柴秀吉邸跡・伝前田利家邸跡遺構平面図 

 

 

- 14 -



 

天正 10 年６月の織田氏勢力図 
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安土城下概念図 

安土城構造図 
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天正１０年政変構造図 

三つの海を制する

ネットワーク概念

図 
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16
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日
）
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和
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年
度
秋
季
特
別
展　
安
土
城
築
城
４
５
０
年
記
念
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９
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〜
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５
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※
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４
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日
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館 1

6

安
土
城
跡
出
土
四
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具
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金
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亀
甲
文
透
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弥
作
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京
都
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豊
国
神
社
蔵
）

□
織
田
信
長
画
像（
近
江
八
幡
市
摠
見
寺
蔵
）



　来たる令和８年は、織田信長が近江国安土の地で築城に着手して450年と
なる記念の年です。高層天主や高石垣・金箔瓦を備えた安土城は、後の城郭
のモデルとなる画期的な城でしたが、 10年も経たないうちに焼失してしまった
ため、その具体的な姿は謎に包まれています。
　天下人となった信長が建てた城は、どのようなものだったのでしょう。 残された
わずかな資料や、発掘調査の成果、築城に関わった人々の残した作品や資料
などから、在りし日の姿を考えます。

〒521-1311 滋賀県近江八幡市安土町下豊浦 6678
T e l .  0 7 4 8 - 4 6 - 2 4 2 4　 F a x .  0 7 4 8 - 4 6 - 6 1 4 0
e -m a i l： g a k u g e i @ a z u c h i - m u s e um . o r . j p
U R L：h t t p s : / /www . a z u c h i -mu s e um . o r . j p

※滋賀県立安土城考古博物館は、（公財）滋賀県文化財保護協会が指定管理をしています。

最新の情報は当館のホームページにてご確認ください。
https://www.azuchi-museum.or. jp

安土城考古博物館

10月18日(土) 14：00～15：30
「天下人の城  安土城」
講　師：藤田達生氏 （三重大学教育学部特任教授）
　　　　稲葉継陽氏 （熊本大学永青文庫研究センター長）
会　場：当館２階セミナールーム
参加費：1,500円 （特別展観覧料を含む）
定　員：120名 （先着順）

❶ 11月１日(土) 13：30～15：00
「安土城の復元を考える 2025」
講　師：木戸雅寿氏 （滋賀県文化財保護課参事員）
❷ 11月９日(日) 13：30～15：00
「瓦研究から見た安土城」
講　師：佐藤佑樹 （当館学芸員）
参加費：500円 （資料代）
定　員：120名 （先着順）
※いずれも当館２階セミナールーム

 秋季特別展記念対談

 秋季特別展関連講座

❶ 11月2日（日） 13：00～16：00　定員：20名
「安土城跡」
❷ 11月23日（日） 10：00～16：00　定員：10名
「観音寺城跡と桑實寺」
参加費：2,000円 （入山料、入館料、保険料含む）雨天中止
ホームページの予約フォームからお申し込みください。

 城郭探訪

天下人の城 安土城
令和７年度秋季特別展　安土城築城450年記念 【主な展示資料】

◉は国宝　◎は重要文化財　△は県指定文化財　□は市指定文化財
□ 織田信長画像 （近江八幡市摠見寺蔵）
□ 近江国蒲生郡安土古城図 （近江八幡市摠見寺蔵）
□ 織田信長朱印状－専福寺文書－ （岐阜市専福寺蔵）
□ 織田信長朱印状－立入家文書－ （京都市歴史資料館蔵）
　 丹羽長秀画像－模写－ （東京大学史料編纂所蔵） ※10/18～11/16
　 言経卿記－自筆本－ （東京大学史料編纂所蔵）
　 教皇グレゴリオ十三世偉業要略 （京都外国語大学付属図書館蔵）
△ 三十六歌仙図屏風 （多賀町多賀大社蔵）
　 四季山水図屏風 左隻 （香雪美術館蔵）
　 金銅亀甲文透釣燈籠－体阿弥作－ （京都市豊国神社蔵）

□ 織田信長朱印状－立入家文書－（京都市歴史資料館蔵）

丹羽長秀画像模写（東京大学史料編纂所蔵）

△ 三十六歌仙図屏風（多賀町多賀大社蔵）のうち左隻

言継卿記－自筆本－（京都大学附属図書館蔵）

◉ 阿閉貞征・同貞大連署書状－菅浦文書－（長浜市須賀神社蔵）
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伝黒鉄門跡 伝本丸跡 天主台石垣 

大手道直線部 宝篋印塔（大手道） 石仏（大手道） 


